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　　　　　第12回・宇宙開発委員会（定例会議）
　　　　　　　　　議　　事　　次　　第，

1．　日　時　昭和55年7月2日（水）

　　　　　　　　　　午後2時～4時

2．場所宇宙開発委員会会議室

5．議題且一。エロケットの開発について

　　　　　　（宇宙開発委員会　第二部会第一一次報告）

　　　　説　明　者

　　　　　宇宙開発委員会第二部会長　鷲　津　久一郎

4．資　料

　　委12－1　第11回宇宙開発委員会（定例会詠）翫事要

　　　　　　　　旨（案）

　　委12－2．且一工・ケットの開発につらて

　　　　　　　　第一次報告書
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　咀　　　　　　　　　　　　　　　　　委且2－！美

　　　第11回宇宙開発委員会（定例会議）
　　　　　　　議　事　要　旨（案）

日　時　昭和55年6月18日（水）　午後2時～4時

場砺宇宙二二丸負会会議室

議　題　（1）宇宙開発計画の見直しに関する要望事項について

　　　　（2）宇宙二二計画の見直しに関する審姦について

資．料

委11－1　第10回宇宙廃熱委員会（臨時会議）蔵物要旨㊧

委11－2　宇宙開発計画（昭和54年度決定）の見直しに肉

　　　　　する要望事項

委11－5　宇窟開発計画（陥和54年度決定）の見直しに関

　　　　　する関係省庁の要望事項の慨要，昨年度との比較

　　　　　等

委11－4　宇宙二二計画の見直しに関する審議について（案）

出席者

　宇宙開発委員会委貴長代理　　　吉識雅夫
　　　　〃　　　委員　　　　　　　　斎　藤　成　文

　　　　〃　　　　〃　　　　　　　　　　八　藤　：東　禧

関係省庁職員等

　科学技術庁研究調整局長　　　　　　　勝　谷　　　保

　　　〃　長官官房審議官　　　神津信男
　　　　　　　　　　　一1一

　　文部省学術国際局塞議官　　　　　　大　崎　　　仁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：横　山）

　　通商産業省機械情報産業局次長　　　小　長　啓　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：表出）

　　連射省気象庁総務部長　　　　　　　相　良　英　明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代壇：山　中）

　　郵政省電波監理局藩隷官　　　　　　監　　　光一郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代埋：藤　原）

　　建設省大臣官房技術参事官　　　　　高　秀　秀　信

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：土　肥）

　　宇宙開発事業団システム計画部　 大野信幸
　事務局

　　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長　佐々木　寿　康

　　　　　〃　　〃　宇宙国除課長佐藤允克
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

6議事
（1）前回昆劇要旨

　　　蘂10回宇宙開発委員会（臨時会護）重留要旨（案）が確

　　認された。

（2）宇宙開発計画の見直しに関する要望事項について

　　　事務局より資料委11－2及び5に基づき，宇宙開発計画

　　（昭和54年度決定）の見直しに関する各省庁の要望事項に

　ついて説明が行われたのち，以下の質疑応答が行われた。

　　　　　　　　　　　　一・2一



　八藤3　郵政省の要望事項の1にある適切な救済措贋とは何

　　　　か。

　鴨（代理：藤原）3　ECS－bの不二合に鑑み，今後自主

　　　　的な宇宙開発を進めるに当っては実用と開発の二つの

　　　　目的をもつて打ち上げられる衛星については，利用機

　　　　関に対する何らかの救済借遣が必要と考えており，そ

　　　　のための具体的方策の検討をお願いしたい。

　　　　　具体的方策としては融係機関が基金を拠出し，救済

　　　　に充てるというのも一一つの方法であり，また，保険と

　　　　いう方法も考えられゐ。

　八藤：　保険についてはEGSの打上げに見られるとおり既

　　　　に採用されている。

　　　　　新しい救済措遣を講ずる必要性，救済耀概の具体｝β

　　　　形態が朔らかでない。

　鴨（代理3藤原）：　別の機会に再度説明．したい。

（3）宇宙開発計画の見直しに関する審議について

　　事務局より資料委11－4に基づき読明が行われ，原案ど

　お一り決定された。

（41その他

　　事務局より，6月12日宇宙開発委員会終了後行われた実

　験用静止通信衛星（EGS－b）に関する記者会見の模様に

　ついて説明が行われた。
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